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概要

文化の歴史は人類以上に長い． 文化史には素朴だが重要な問い多数がある．

1. 文化は内挿できるか？ すなわち， ある時代の文化は前後の時代の文化の中間か？

2. 文化は外挿できるか？ すなわち， 次の時代の文化は予測できるか？

3. 文化の時系列はその逆と区別できるか？ 言い換えれば， 時間の矢は観察可能か？

4. 文化的産物が後の産物に与えた影響の評価は， 時代を超えて通用するか？

5. 文化の進化の駆動力は何か？

本研究は， 古典和歌の系統樹ネットワ ー クを構築し， これらの問いに答える試みである．

7世紀から16世紀の20万首を超える勢田勝郭氏の和歌デー タベー スを使った．

系統樹での親子関係は， それぞれの歌についてその歌より古い歌の中でBERTの文ベ

クトルが最も近いものを親として決めた（最古の歌集の歌には親は設定しない）． この親

子関係は， 国文学者の認めた本歌取リと統計的に有意な一致を示した．

最初の勅撰集（古今集）をラベル0, 最後の勅撰集（新続古今集）をラベル1として

K—皿分類を行うと， 間の勅撰集の平均ラベルは時代とともに滑らかに0から1に移行し，

内挿・補間ができた． しかし， 古今集と新古今集で同様に分類すると， 新古今集より後の

勅撰集は中間的な値になり， 外挿・将来予測はできなかった． つまり， ランダム性が強い．

系統樹ネットワ ー クについて， 親と子の近さを測る指標fを定義した． すると， 時間順

序を逆順にしたリランダムにしたリして構築するより， 本来の時間順序で構築した方がf

が小さくなった． これは本来の時間順序による系統樹ネットワ ー クが妥当であリ， 歌に対
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